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８月事業 リハーサル

７月３０日（土）海の家つかのさんにて、８月事業「にいがた北Ｓｕ
ｍｍｅｒ Ｃｈｉｌｌ Ｏｕｔ」のリハーサルを行いました。
担当の地域の宝委員会メンバーは早い時間から準備に取りかかり、事
業を想定した動きの確認を行いました。
この日はとても穏やかな天候となり、事業のリハーサルを行うには
もってこいの条件でした。
他の海水浴客もこちらの様子が気になったようで、遠巻きに眺めたり、
何をしているのかと聞きに来る方もいらっしゃいました。
事業の一環で、メタルマッチで火起こしする過程があり、はじめて扱
う道具などに悪戦苦闘する場面もありました。

なんとか火起こしに成功し、少しずつ火を
大きくしていき、安定させます。
その後、空き缶を使った飯盒炊飯や、レイ
ンボーファイヤーを試しました。
炊き上がったお米は上手に炊けた物や、焦
げたり一部生の部分があったりとばらつきが
ありました。当日はよりおいしく作れそうで
す。

やっと火がついた。難しくない？

村上水害 ボランティア活動

本番では上手
くいくと
思います。

８月３日、４日に発生した豪雨による水害で被災した地域
へのボランティア活動に参加しました。
現地では未だにライフラインが復旧していない地区もあり、

人手が足りていない現状があります。
土砂崩れや浸水により、土砂が家の中まで入り込み生活が

ままならない家庭もあるそうです。
われわれにいがた北青年会議所も、近隣のＬＯＭとして災

害発生直後から復旧、片付けの手伝いに参加させていただい
ております。
今後も個人や会としてもボランティア活動に参加していき

たいと思います。

土砂崩れによっ
て土の面が
あらわになって
いました。

泥を掻き出すの
も容易ではない
です。

ちょっ
と暖ま
らせて
もらい
ますね。



８月２１日（日）海の家つかのさんにて、８月事業「にいがた北 Ｓｕｍｍ
ｅｒ Ｃｈｉｌｌ Ｏｕｔ」を開催しました。
本来の開催日である２０日（土）はあいにくの雨となり、２１日に順延とな
りました。
この日は天気も良く、気持ちの良い一日となり、事業は問題なく開催されま
した。
日が傾き始めた頃参加者が集まり、記念撮影を行った後、犬井理事長の挨拶、
山田委員長による事業の流れについて説明を受け、小枝や松ぼっくり、枯れ草
などのたき火の燃料になるものを拾い集めました。
会場に戻ってきた参加者は、おのおの砂浜の好きな場所でたき火の準備を始
めました。
リハーサルの時と同様、メタルマッチで枯れ草や麻縄をほぐした物に着火す
るのですが、なかなか着火出来ない所には、メンバーが手伝ってなんとか火起
こし出来ました。

暗くなってからレインボーファイヤーを
眺めると、とても幻想的でした。

まさに海水浴日和！
気持ちの良い１日に
なりました。

中々火がつかないな

背番号２９のスタッフ
に材料もらってきて。

なんとか
おいしく
出来ました！

火力は十分です
が、煙が目にし
みますね。

たき火が安定したら、あらかじめ空き缶に水とお米を入れた物をたき火に投入し
ます。
約１０分ほどでお米が炊き上がるので、火から下ろし、少々蒸らします。
お皿に移し、特製カレーをかけて出来上がりです。
日が落ち、辺りが暗くなったところで参加者に花火とレインボーファイヤーの素
材を渡し、おのおの楽しんでいました。
レインボーファイヤーは、小袋の中に火にくべると反応して炎の色が変わる粉が
入っており、袋ごと投入することでたき火の色が変化し、とても幻想的でした。

最初中々
火がつきませ
んでした。

皆さん暑くなっていま
すが熱中症に気をつけ
た事業を成功させま

しょう！

これ燃える
かな？


